
   

   

今年はどんな夏休みを過ごしましたか？ だらだら過ごしているうちに、あ

っという間に終わってしまったという人もいるかもしれませんが、早く学校

モードに切り替えられるよう、まずは早寝早起きを意識しましょう。 

 

 

近年、線状降水帯による大雨が原因で、甚

大な災害が数多く起きています。線状降水帯

の発生メカニズムは未解明な点も多く、予想 

が難しいと言われています。いつ災害が起きてもいいように、今のうちに最大限の備えをしておくこと

が、自分の命を守ることにつながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本は地震、台風、大雨など自然災害の多い国です。いつどんな場

面でどのような災害が起きても命を守るための適切な行動をとれる

ようにするためには、まずは防災に関しての知識を身に付けること

が重要です。子ども向けにわかりやすくまとめられたインターネッ

トサイトもいろいろあるので、ぜひタブレットを持ち帰った際には

防災について調べてみてください。 

保健室／東安中学校 

令和５年９月１日 



 

 

 

 

東安中学校では３００名以上の人が一緒に生活しており、

それぞれ体格や運動能力、柔軟性などは違います。そんな集団生活で、「つい急いでいて」、「ちょっとし

た遊びのつもりで」、「このくらいいいだろうと思って」といった心の油断が大きなけがや命に関わる重

大な事故を引き起こしてしまうことがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ハインリッヒの法則』とは、１件の重大な事故（大ケガ）の裏には２９件の

ちょっとした事故（大事には至らなかったケガ）が起きており、ちょっとした事

故の裏には、３００件のヒヤリとした出来事（ケガに至らなかったような出来事）

が起きているというものです。 

「一歩間違うと危なかった。」「ギリギリセーフ！」ということは日ごろ

経験すると思いますが、その積み重ねが重大な事故へとつながっているの

です。大きなケガを減らすためにも「このくらいなら」「自分だけなら」

「遊びのつもり」といった気のゆるみを今一度引き締め、「もしかしたら

ケガをするかも」という意識を常にもつことが大事です。 

自分が今、本当に落ち着いた生活ができているのか、今の自分の友達との

かかわり方は相手を傷つけてしまうことに発展しないか、もう一度振り返り、

自分もまわりの子も全員が安心して、安全に過ごせる学校生活にしていきま

しょう。『廊下はゆっくり歩く』など、自分と仲間のことを考えた行動は身近

なところから始めていくことが大切です。 

 

 

 

今夏は新型コロナやインフルエンザなどのさまざま感染症が流行し、今もその傾向が続いています。

こまめな手洗いや教室の換気、体の抵抗力を高めるための規則正しい生活などの基本的な感染症対策を

引き続き行っていきましょう。発熱やのどの痛みなどの風邪症状がある場合には無理をせずゆっくり休

むことも大切です。 

ろうかを走っていませんか？ 
曲がり角で 

気を付けていますか？ 
階段でふざけたり、２段飛ばしで 

かけ降りたりしていませんか？ 

２ 

軽傷の事故 

２９件 

 
 

３００件 

重大な事故 

１件 

ヒヤリとするような出来事 


